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 測定する曳航観測を行った。観測日と観測

内容は以下のようにした。 

①2003 年 11 月 26 日～28 日：TPM の定点観

測と ADCP の曳航観測 

②2004 年 1 月 10 日：TPM による橋上定点

観測 

③2004 年 1 月 24 日、25 日：TPM の定点観

測と ADCP の曳航観測 

３．結果と考察 

観測①の TPM の連続観測により、塩水が

徐々に遡上していく様子を捉えることが

できた（図１）。また、ADCP により河床の

形を把握することができた。さらに、TPM

と ADCP を同時に観測したことから、河床

形状が塩水遡上の妨げになる様子も確認

することができた。 
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   図１．地点 No.11 の塩分分布 
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．はじめに 

 河川河口部では、干満による海面高度の

変動に伴って河口から河道内に海水が侵

入する現象が見られる。この現象を塩水遡

上と呼ぶ。塩水遡上によって形成される海

水と淡水の混ざり合った汽水域は、豊かな

自然環境が育まれる生物にとって非常に

重要な場所である。一方、人間にとっては、

生活用水、農業・工業用水の取水に大きな

影響を与える。よって、環境保全、水資源

の確保のために塩水遡上の動態を把握す

ることは重要な意味を持っている。そこ

で、河川河口部における現地観測によっ

て、塩水遡上の動態を解析するための実用

的なデータを得る方法について検討する。

また、実際に現地観測を行い、多摩川の塩

水遡上特性を解析する。 

２．観測方法 

 塩水遡上観測としては比較的新しい機

器である TPM と ADCP を用いて観測を行っ

た。TPM は、塩分、水温、クロロフィル、

濁度及び測定深度の５要素を高精度で測

定できる計測器で、ADCP は、一台で水深方

向の流速分布・流向を同時に計測できる機

器である。TPM で、17 地点において水面か

ら川床までの水質を測る定点観測を行い、

ADCP は、船に ADCP を取り付け、走行して
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 摩川の塩水遡上の混合型は緩混合型であ

るといえる。  
観測②から、深さ 1～2m の層では潮の満

ち引きにより塩水が遡上、後退する様子を

捉えることができた（図２、３）。橋上観

測を行った六郷橋付近は河床地形が深く

窪んだような形をしているため、深さ 3m

より下層は塩分分布の変動が上層とは異

なっていた。 
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図４．塩分濃度の等分布図(六郷橋の上流)
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図２．六郷橋の塩分分布の時間変動 

(9:00～13:00) 
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図５．塩分濃度の等分布図(六郷橋の下流)

４．まとめ 

 今回の ADCP と TPM を用いた観測により、

塩水遡上の特徴を掴むための様々な実用

的なデータを得ることができた。よって、

今回行った観測方法は、塩水遡上観測とし

て有効な観測であったといえる。本研究

は、長くても 3 日間という短期間の観測で

あったが、塩水遡上は月齢、潮汐、季節な

どによる変化が大きいため、さらに詳細な

特徴を把握するには長期にわたった観測

が必要である。 
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図３．六郷橋の塩分分布の時間変動 

(13:00～17:00) 

観測③では、今までの観測の中でもっと

も上流まで遡上していた。TPM による定点

観測の塩分濃度と ADCP によって測定され

た河床形から塩分濃度の等分布図を作成

すると、図４、５のようになった。この図

から、塩水遡上のおおまかな姿を視覚的に

確認することができる。 

3 回の観測から総合的に判断すると、多

 


